
平成27年3月期 第3四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

平成27年2月9日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 三機工業株式会社 上場取引所 東
コード番号 1961 URL http://www.sanki.co.jp/
代表者 （役職名） 代表取締役社長執行役員 （氏名） 梶浦 卓一
問合せ先責任者 （役職名） 取締役常務執行役員管理本部長 （氏名） 新間 衞 TEL 03-6367-7084
四半期報告書提出予定日 平成27年2月10日
配当支払開始予定日 ―
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 有
四半期決算説明会開催の有無 ： 無

1. 平成27年3月期第3四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第3四半期 122,653 13.3 △1,504 ― △713 ― △207 ―
26年3月期第3四半期 108,289 6.0 △1,986 ― △1,552 ― △924 ―

（注）包括利益 27年3月期第3四半期 3,121百万円 （△1.8％） 26年3月期第3四半期 3,178百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第3四半期 △3.22 ―
26年3月期第3四半期 △13.81 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年3月期第3四半期 164,484 78,503 47.7
26年3月期 170,181 74,917 44.0
（参考）自己資本 27年3月期第3四半期 78,452百万円 26年3月期 74,891百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有 
   27年３月期（予想）期末配当金の内訳 普通配当 7円50銭  記念配当 5円00銭 
   ※詳細は本日（平成27年２月９日）発表の「平成27年３月期（第91期）配当予想の修正［創立90周年記念配当］に関するお知らせ」をご参照ください。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 7.50 ― 7.50 15.00
27年3月期 ― 7.50 ―
27年3月期（予想） 12.50 20.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 180,000 5.0 3,200 13.6 3,500 11.3 2,200 24.8 34.23



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料４ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 連結業績予想および個別業績予想につきましては、平成26年５月13日発表の数値から変更はありません。 
 本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって
予想数値と異なる可能性があります。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期3Q 66,661,156 株 26年3月期 69,661,156 株
② 期末自己株式数 27年3月期3Q 3,119,468 株 26年3月期 4,124,204 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期3Q 64,496,239 株 26年3月期3Q 66,967,967 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

当社グループでは、平成23年度から５ヵ年に亘る中期経営計画（SANKI VITAL PLAN 90th）をスタートさせまし

た。「総合エンジニアリング企業として省エネルギー・新エネルギーシステムのニーズの普及を促進し、快適な低炭

素社会の実現に貢献する」という経営理念に基づき、達成に向けて全社一丸となって具体的な施策を進めておりま

す。

　当第３四半期連結累計期間の連結業績は、次のとおりであります。

（単位：百万円）

受注高 売上高 営業損失（△） 経常損失（△）
四半期
純損失（△）

当第３四半期
連結累計期間

137,172 122,653 △1,504 △713 △207

前第３四半期
連結累計期間

122,212 108,289 △1,986 △1,552 △924

増 減 14,960 14,363 481 839 716

増減率 12.2% 13.3% ― ― ―

当期首 当期末
当期首からの

増減
増減率

繰越受注高 108,219 122,738 14,519 13.4%

受注高につきましては、前年同期と比較して149億6千万円増加いたしました。また、売上高につきましても、

前年同期と比較して143億6千3百万円の増収となりました。利益面につきましては、増収により営業損失、経常損

失および四半期純損失のいずれにつきましても前年同期と比較して改善いたしました。

　

セグメントの業績は、次のとおりです。

　なお、建築設備事業、機械システム事業および環境システム事業につきましては、通常の営業形態として、工

事の完成引渡しが年度末に集中する影響で、売上高および利益額が第４四半期に偏る季節要因があります。

　
① 建築設備事業

　ビル空調衛生、主に工場向けの空調設備を中心とする産業空調、電気設備、スマートビルソリューションお

よびファシリティシステムに関する事業等、建築設備工事の概ね全てを包含する事業で構成されております。

　受注高は1,186億8千9百万円（前年同期比14.7％増）、売上高は1,042億1千5百万円（前年同期比13.6％増）、

セグメント損失（経常損失）は9億8千7百万円（前年同期はセグメント損失13億5千6百万円）となりました。

　受注高は、大型物件の受注が増加したこと等により、前年同期と比較して増加いたしました。

　売上高は、当第３四半期連結累計期間中の引渡物件および工事の出来高が、前年同期と比較して増加したこ

と等により増収となり、セグメント損失は改善いたしました。

② 機械システム事業

　主に搬送システムおよび搬送機器に関する製造販売事業で構成されております。

　受注高は44億9千2百万円（前年同期比35.2％減）、売上高は74億3千7百万円（前年同期比10.6％増）、セグメ

ント利益（経常利益）は2千万円（前年同期はセグメント損失1億5千8百万円）となりました。

　受注高は、大型搬送用設備の受注成約がなかったため減少いたしました。

　売上高は、当第３四半期連結累計期間中の工事の出来高が、前年同期と比較して増加したこと等により増収

となりました。
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③ 環境システム事業

　主に官公庁発注の上下水道施設および廃棄物処理施設に関する事業で構成されております。

　受注高は132億7千1百万円（前年同期比21.0％増）、売上高は102億5千6百万円（前年同期比10.4％増）、セグ

メント損失（経常損失）は7億9千7百万円（前年同期はセグメント損失9億4千3百万円）となりました。

④ 不動産事業

　売上高は9億1千2百万円（前年同期比12.9％増）、セグメント利益（経常利益）は1億7千6百万円（前年同期

はセグメント利益1億1千4百万円）となりました。

⑤ その他

　売上高は3億6千4百万円（前年同期比17.6％減）、セグメント利益（経常利益）は3千5百万円（前年同期はセ

グメント利益4千6百万円）となりました。

（２）連結財政状態に関する定性的情報

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は1,088億8千1百万円（前連結会計年度末比6.1％減）、固定資産

は556億2百万円（前連結会計年度末比2.5％増）となりました。その結果、総資産は1,644億8千4百万円（前連結会

計年度末比3.3％減）となりました。

総資産の減少の主な要因は、流動資産の受取手形・完成工事未収入金等が減少したことによるものであります。

これは当社グループの売上高は期末に集中するため、各四半期連結会計期間末の受取手形・完成工事未収入金等

は、前連結会計年度末と比べて減少するという季節的変動によるものであります。

当第３四半期連結会計期間末における流動負債は688億4千9百万円（前連結会計年度末比12.6％減）、固定負債は

171億3千1百万円（前連結会計年度末比3.7％増）となりました。その結果、負債合計は859億8千1百万円（前連結

会計年度末比9.7％減）となりました。

負債の減少の主な要因は、流動負債の支払手形・工事未払金等が減少したことによるものであります。これは総

資産の減少要因と同様に、各四半期連結会計期間末の支払手形・工事未払金等は、前連結会計年度末と比べて減少

するという季節的変動によるものであります。

当第３四半期連結会計期間末における純資産は785億3百万円（前連結会計年度末比4.8％増）となりました。

　なお、「２．（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」に記載のとおり、第１四半期連結会計

期間に退職給付債務および勤務費用の計算方法を見直したことに伴い、当第３四半期連結累計期間の期首におい

て、退職給付に係る資産が22億3千4百万円増加、退職給付に係る負債が24億3千9百万円減少し、利益剰余金が30億

8百万円増加しております。

（３）連結業績予想に関する定性的情報

　 連結業績予想および個別業績予想につきましては、平成26年５月13日発表の数値から変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　 該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　 該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　(会計方針の変更)

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

および「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給

付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文および退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めにつ

いて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務および勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期

間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる

債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法から退職給付の支払見込期間および支払

見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務および勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減

しております。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る資産が2,234百万円増加、退職給付に係る負債が

2,439百万円減少し、利益剰余金が3,008百万円増加しております。また、当第３四半期連結累計期間の営業損失、

経常損失および税金等調整前四半期純損失に与える影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 23,510 24,530

受取手形・完成工事未収入金等 78,101 68,217

有価証券 3,998 2,999

未成工事支出金 1,863 2,979

原材料及び貯蔵品 417 485

繰延税金資産 1,661 2,574

その他 6,715 7,384

貸倒引当金 △328 △289

流動資産合計 115,941 108,881

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 39,795 39,774

減価償却累計額 △34,860 △35,180

建物・構築物（純額） 4,934 4,594

機械、運搬具及び工具器具備品 3,756 3,627

減価償却累計額 △3,310 △3,205

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 445 421

土地 4,124 4,121

リース資産 509 542

減価償却累計額 △134 △166

リース資産（純額） 374 375

建設仮勘定 ― 3

有形固定資産合計 9,878 9,516

無形固定資産

その他 436 378

無形固定資産合計 436 378

投資その他の資産

投資有価証券 31,283 36,172

長期貸付金 258 199

退職給付に係る資産 3,587 5,750

繰延税金資産 130 140

敷金及び保証金 1,080 1,116

保険積立金 241 341

その他 8,463 2,896

貸倒引当金 △1,121 △909

投資その他の資産合計 43,924 45,706

固定資産合計 54,239 55,602

資産合計 170,181 164,484
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 57,888 53,658

短期借入金 6,576 5,662

リース債務 72 71

未払法人税等 625 158

繰延税金負債 27 18

未成工事受入金 5,489 3,659

賞与引当金 2,286 1,076

役員賞与引当金 75 50

完成工事補償引当金 428 492

工事損失引当金 567 989

その他 4,698 3,011

流動負債合計 78,736 68,849

固定負債

リース債務 363 353

繰延税金負債 2,260 5,749

退職給付に係る負債 8,231 5,576

役員退職慰労引当金 219 124

債務保証損失引当金 29 33

その他 5,422 5,293

固定負債合計 16,526 17,131

負債合計 95,263 85,981

純資産の部

株主資本

資本金 8,105 8,105

資本剰余金 4,181 4,181

利益剰余金 58,935 58,989

自己株式 △2,444 △2,267

株主資本合計 68,777 69,009

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 9,095 12,279

為替換算調整勘定 29 △15

退職給付に係る調整累計額 △3,011 △2,821

その他の包括利益累計額合計 6,114 9,443

新株予約権 25 51

純資産合計 74,917 78,503

負債純資産合計 170,181 164,484
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高

完成工事高 107,418 121,670

不動産事業等売上高 870 982

売上高合計 108,289 122,653

売上原価

完成工事原価 98,361 112,236

不動産事業等売上原価 640 737

売上原価合計 99,001 112,974

売上総利益

完成工事総利益 9,057 9,433

不動産事業等総利益 229 245

売上総利益合計 9,287 9,678

販売費及び一般管理費 11,274 11,183

営業損失（△） △1,986 △1,504

営業外収益

受取利息 35 34

受取配当金 475 552

為替差益 ― 134

貸倒引当金戻入額 113 51

その他 366 377

営業外収益合計 991 1,150

営業外費用

支払利息 71 65

持分法による投資損失 73 47

為替差損 176 ―

その他 236 246

営業外費用合計 557 359

経常損失（△） △1,552 △713

特別利益

固定資産売却益 181 ―

特別利益合計 181 ―

特別損失

減損損失 143 102

固定資産売却損 ― 18

固定資産除却損 ― 13

特別損失合計 143 134

税金等調整前四半期純損失（△） △1,515 △848

法人税、住民税及び事業税 304 276

法人税等調整額 △894 △916

法人税等合計 △590 △640

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △924 △207

四半期純損失（△） △924 △207

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △924 △207

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 4,037 3,183

為替換算調整勘定 65 △45

退職給付に係る調整額 ― 190

その他の包括利益合計 4,103 3,328

四半期包括利益 3,178 3,121

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,178 3,121

少数株主に係る四半期包括利益 ― ―
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △1,515 △848

減価償却費 544 540

減損損失 143 102

貸倒引当金の増減額（△は減少） △147 △224

退職給付引当金の増減額（△は減少） 32 ―

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） ― 151

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △38 △95

工事損失引当金の増減額（△は減少） △200 422

受取利息及び受取配当金 △510 △586

支払利息 71 65

持分法による投資損益（△は益） 73 47

有形固定資産売却損益（△は益） △181 17

投資有価証券売却損益（△は益） ― 2

売上債権の増減額（△は増加） 8,114 9,985

未成工事支出金の増減額（△は増加） △1,768 △1,115

仕入債務の増減額（△は減少） △7,607 △4,234

未成工事受入金の増減額（△は減少） 3,065 △1,834

その他の流動負債の増減額（△は減少） 351 △1,313

その他 △1,585 △2,587

小計 △1,157 △1,504

利息及び配当金の受取額 514 584

利息の支払額 △72 △67

法人税等の支払額 △3,557 △786

法人税等の還付額 2 792

営業活動によるキャッシュ・フロー △4,270 △981

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △600 △800

定期預金の払戻による収入 ― 500

有価証券の取得による支出 ― △6,997

有価証券の償還による収入 ― 8,000

有形固定資産の取得による支出 △279 △193

有形固定資産の売却による収入 287 9

投資有価証券の取得による支出 △131 △23

投資有価証券の売却による収入 8 105

投資有価証券の償還による収入 200 ―

貸付けによる支出 △4 △65

貸付金の回収による収入 181 41

保険積立金の払戻による収入 844 8

その他 △40 △357

投資活動によるキャッシュ・フロー 466 226

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,011 △659

長期借入金の返済による支出 △255 △255

自己株式の取得による支出 △2,408 △1,604

ストックオプションの行使による収入 ― 0

リース債務の返済による支出 △48 △60

配当金の支払額 △1,013 △968

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,736 △3,547

現金及び現金同等物に係る換算差額 75 △278

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △8,465 △4,580

現金及び現金同等物の期首残高 40,367 23,510

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 96 ―

現金及び現金同等物の四半期末残高 31,999 18,930
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（４）継続企業の前提に関する注記

　 該当事項はありません。

（５）セグメント情報等

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益及び包
括利益計算
書計上額
（注）３

建築設備
事業

機械
システム
事業

環境
システム
事業

不動産
事業

計

売上高 91,728 6,724 9,286 807 108,546 442 108,988 △699 108,289

セグメント利益
又は損失（△）

△1,356 △158 △943 114 △2,344 46 △2,298 745 △1,552

(注)１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リース事業および保険代理事業等

を含んでおります。なお、非連結子会社でありました親友サービス株式会社につきましては、第１四半期連

結会計期間から連結の範囲に含めており、同社の事業を「その他」として表示しております。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額745百万円には、各報告セグメントに配分していない全社損益612百

万円、社内上各セグメントに配賦した金利負担の戻入額132百万円が含まれております。なお、全社損益の主

なものは、各セグメントに帰属しない利息および配当金、全社費用の配賦差額などであります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益及び包括利益計算書の経常損失と調整をおこなっており

ます。
　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益及び包
括利益計算
書計上額
（注）３

建築設備
事業

機械
システム
事業

環境
システム
事業

不動産
事業

計

売上高 104,215 7,437 10,256 912 122,821 364 123,186 △533 122,653

セグメント利益
又は損失（△）

△987 20 △797 176 △1,587 35 △1,551 838 △713

(注)１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リース事業および保険代理事業等

を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額838百万円には、各報告セグメントに配分していない全社損益682百

万円、社内上各セグメントに配賦した金利負担の戻入額155百万円が含まれております。なお、全社損益の主

なものは、各セグメントに帰属しない利息および配当金、全社費用の配賦差額などであります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益及び包括利益計算書の経常損失と調整をおこなっており

ます。

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
　

当社は、平成26年５月13日開催の取締役会決議に基づき自己株式の消却を、平成26年６月26日開催の取締役会

決議に基づき自己株式の取得をおこないました。これによる当第３四半期連結累計期間の消却による自己株式お

よび利益剰余金の減少額は1,778百万円、取得による自己株式の増加額は1,603百万円となり、当第３四半期連結

会計期間末の自己株式は2,267百万円となっております。

また、第１四半期連結会計期間に退職給付債務および勤務費用の計算方法を見直したことに伴い、当第３四半

期連結累計期間の期首において、利益剰余金が3,008百万円増加しております。詳細は、Ｐ.4「２．（３）会計方

針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」に記載しております。
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